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北海道大学工学部研究報告

第140号（昭和63年）

Bulletin　of　the　Faculty　of　Engineering，

　｝lokkaido　University．　No．　140　（1988）

学術文献1青報データベースのための知的入力システム

　　　斉藤たつき

（昭和62年12月26日受理）

An　IBtelligeRt　lnput　System　fer　Scientific

　Article　EnfermatieR　Data　Base　System

　　　Tatsuki　SAITo

（Recieved　December　26，　1987）

Abstraet

　　It　is　discribed　to　develope　a　scientific　artic｝e　information　database　system　for　an　highly

intellectual　utilizaeioB　of　scientific　information　in　this　paper．　ln　particular，　an　importance　of

an　information　input　system　is　discussed　in　detail．　Two　input　system　were　designed　and

implemented．　The　first　is　an　interactive　type．　The　secoRd　is　an　intellectual　batch　type．

The　latter　iRput　sypstem　enables　to　extract　every　field　from　standardized　bibliographic

format　by　production　system．　Those　input　systems　were　implemeilted　by　NATURAL　on

DBMS　ADABAS．　ln　order　to　aim　at　efficient　input　processing　or　in　order　to　avoid　rnisinput，

a　cornmon　feature　of　both　information　iRput　systems　is　to　input　another　field　data　after

retrieving　an　author　name　of　a　registered　article　or　after　retrieving　a　title　of　a　registered

article．　Tkere　is　a　fair　pr．ospect　to　realize　a　completely　automatic　data　input　system　for

scientific　article　information　by　using　an　printed　character　type　OCR．

1．はじめに

　学術文献情報のもつ種々の関係を構造化しその関係から，より高度な情報を再生産することを

閉的としたシステムを構築するための学術情報データベースシステムANGELを設計し製作した。

ANGELは当初，　CAD（Computer　Aided　Design）／CAM（Comp就er　Aided　Manufacturing）関連

の自由醗面創成理論に関する文献データベースとして開発したものであるが，汎用の学術文献デ

ータベースシステムとして利用できるように設計してあるので，他の文献データベースシステム

としても利用可能である。ANGELは現在，全国共同利用施設である北海道大学大型計算機セン

ターで一般に公開，使用されている。本報告ではデータベースに文献情報を入力する作業をでき

るだけ機械化することを圏標にした知的入力システムを中心に学術情報文献データベースシステ

ムについて述べる。なお，ANGELは英語文献を処理対象にしている。

2．学術情報文献データベースシステム

　ここで学術文献情報データベースシステムANGELの基本概念について述べる。学術文献情報

データベースの有効利用を考えたとき，単に書誌情報の利用にとどまらずより高次な情報をそこ
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から再生産することができるのではないかというのがこの研究の動機である。すなわち，研究動

向を把握するにはいかなるシステムが必要なのか，そして研究の本質を明らかにするにはどのよ

うな忌寸を手がかりにして追究したらよいのかということを検討した。そこで学術文献間に存在

するいろいろな関係を着目した。そして，文献を点，文献間の関係を線とするグラフとして表現

しそのグラフの性質を明かにする方法論を開発することが目標である。関係にはいろいろある。

たとえば，文献間の引用関係があるが，これはその文献の著者がその研究に関係あるものとして

挙げたものであり重要な関係情報の一つである。そして，この引用関係の情報はその分野での研

究相互間の関連性を把握するうえで重要な情報の一つである。そのためANGELでは文献の引用，

被引用関係は重要な情報の一つであるのでデータ入力時に指定するようになっている。キーワー

ド関係も文献の内容，テーマ等の共通性を知るための情報として必要なものの一つである。すな

わち二つの文献間の共通キーワード数が多いほど二つの文献は共通したテーマを扱っているとみ

なせるからである。また，文献問に著者の重なりがあれば，同一または，似た内容を扱った文献

と解釈してもよかろう。こうした文献間の情報はその文献を解釈または評価する人に影響されな

い客観的な情報量である。本データベースシステムを利用してこれらの複数の情報から文献間の

関係グラフを作成し，こうしたグラフよりいろいろな関係行列をつくる。これらの行列は実数健

の類似度行列であり，目的に応じた数学的基準を設定して最終的に一つの類似度行列にしたもの

をクラスタリングし，その特徴を明らかにするシステムの構築を目指している。そのため，これ

らの情報をいかに効率的に入力するかに重点を置いてシステムを設計した。

　ANGELは全体の構成としては，情報収集サブシステム，情報検索サブシステム，情報蓄積サ

ブシステム，表示サブシステム等からなっている。それらの構成要素である各モジュールの中に

は共用しているものもある。なお，リレーショナル型DBMSであるADABAS上にNATURAL

でインプリメントした。

3．文献情報入力システム

3．1　学術文献情報の収集

　学術文献情報の収集の仕方として，データベースに入力する方式に，市販のデータベースを購

入し，その決められたフォーマットにしたがって機械的にデータ項目を抽出しデータとして使用

する方式があり一般的に用いられている。文献そのものから印刷文字を自動的に読み取った後，

手動で各項目を切り出す方式もある。項嗣の自動抽出が可能になり後者の方式が実用化されるま

では，やはりマニアルインプットに頼らざるを得ないのが現状である。研究者デーータベースはで

きるだけ詳細な情報を必要とする。そのため前者の方式のように，流通している文献データベー

スのみからのデータでは十分な情報が得られないということもあり，オリジナルペーパから直接，

必要な情報を入力することが必須となる。しかし，研究者にとってデータ入力に多くのコストを

かけることはなかなかできないのが実情である。研究者みずからデータを入力するか，あるいは

せいぜいアルバイトに頼ることになる。そのため，われわれのような非職業的キーオペレータが

データ入力作業にあたっても効率的に入力できるようなシステムの必要性が生ずる。こうしたこ

とからデータ入力にあたってキーを打つ回数をできるだけ少なくして操作を効率化する必要があ

り，データベースに登録済みの情報を利用する2つのシステムを作成した。1番営のものが対話

型入力システムで，2番翻のものが一一括型知的入力システムである。

3、2　対話型入力システム

　ここでは一括型知的入力システムとも共通する文献情報入力システムの基本設計概念と，対話
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型入力システムに特有な特徴について述べる。設計に際してつぎの点を重視した。

1　入力作業効率の向上。

2　誤入力率の低下。

3　登録済みのデーータの有効利用。

　1は職業的キーオペレータでない利用者にとって特に効果が期待できることである。2は職業

的キーオペレー四壁でさえインプットミスが3％程度あるといわれているので，大量のデータを入

力する場合は，如何に誤りが少ない方式をとるかが重要な課題となる。こうしたことを踏まえて

3の結論に達した。

　研究者用学術文献情報データベースの入力処理あるいは，検索処理を考察すると，文献間の種々

の関係を扱うために，親文献も引用文献である子文献もともに重要であり見かけ上は同等に扱わ

なければならない。そのため類似のテーマをもった研究の引用文献として弾じ文献が何度も出て

くるので登録文献数の増加にともない，岡一著考の文献出現頻度が高くなる傾向が顕著である。

そのため引用文献の場合も含めて，入力データと登録済みデータとの重複の有無をチェックする

必要が生ずる。そして，重複チェックは第一著者のファミリーネームを第一検索キーとするのが

信頼性および能率の面で有効である。検索項園としては，選考名，標題，文献番号，文献ID，分

類番号，雑誌名，巻，号，キーワード，とした。必要に応じて，ファーストネ～ムやミドルネー

ムあるいは，標題，その他の轡誌情報との論理積をとって検索条件にすることもできるようにし

てある。こうしておくと簡単な検索処理にもそのまま使用できる。著者のフルネーム，所属等は

それらの情報が正確に登録された文献のみ格納し，同一著者の新規の文献を登録する場合は，そ

れらの情報は実際は格納しないで，正確なデータの格納されている参照先の文献王Dのみ格納する

こともできる。こうすることによって，データの重複を防止することができ，記憶領域の無駄を

省くと同時に，データ間の整合性を確立できる。むろん，システムとしては検索今津で必要なデ

ータが表示された時点ですぐ登録モードに移行できるようにしてあるので，登録済みの必要なデ

ータを取り込んで新規に登録可能である。なお，所属が途中で変わった場合は，その時点で新規

に登録することもできる。ところで，対話入力中は画薗を送った後にミスに気付くこともあるの

で，デーータベ四目スに記録する前に修正できるように馬面の後退ができるようにした。

3．3　対話型入力システムの詳細

　見易すく，かつ入力ミスを低く抑えるために入力画瀟はメニュー方式とし，一度入力した情報

を保存しできるだけ再利用するようにした。画面設計にあたってNATURALのスクリーン・エ

ディタのMAP機能を活用した。これは霞由に尼崎のレイアウトができる便利な機能である。園

1にANGEL起動画面を示す。ここでアクセスするファイル名，パスワード，処理選択のパラメ

ータを入力する。この起動画藤に続いて親文献かどうかを入力する画纈が表示され，親文献の場

合は“Y”を，そうでない場合は“送信”のみを押すと図2の検索画面が表示される。ここでは検

索項目として著者名，標題を入力する。引用文献の項目に同一文献が多数國潟現するので，

（！）同一データの重複登録を回避する。

（2）登録済みのデータの誤りのチェックする。

などのためにまず検索処理を行う。検索条件は著者名のSURNAME（姓）のみ，またはフルネー

ム，標題のみ，あるいはそれらの論理積をとったものでもよい。標題は著者名に比較して長いこ

とと，引用の場合不正確なことがあるので入力しない方が効率的である。この画面で必要事項を

入力後“送信”を押すと指定した条件に従って検索処理をする。該当文献が既に登録済みであれ

ば図3のような既登録データの内容が表示される。同…著者のデータが複数ある場合は“送僑”
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を押すと次々に該当文献データを表示する。表示途中で誤りを見つけたら，“U”をキーインして

正しいデータを入力できる。検索中の著者の新しい文献を登録する場合は，“N”をキーインする

と既に入力したデータはそのまま生き，未入力事項のデータのみをキーインすればよい。このよ

うにデータ入力の際に検索処理をすることは，データベース作成の初期段階では効果は少ないが，

データ量が多くなる実用期ではその効果が期待できる。特に研究者用のデータベースでは，比較

的限られた範囲の文献を扱う性質上，同　データが重複して出現することになり，分野にもよる
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が同じ著者が何度も出てくる場合が少なくない。そのため入力システムの著者検索処理が効果的

である。なお，著者フィールドはキー指定することによってインバーデッドファイルが作成され

るので，登録件数の増加に伴って検索速度が極端に悪くなるようなことは起きない。図2の検索

画藤で；最初のパラメータに‘℃”を指定すると，ec　4のような検索画面の続きが表示されるので，

文献番号（複数の場合は，開始値，終了値を指定する），文献ID，分類番号，雑誌名，巻，号，キ

ーワード等を入力すればそれらの検索処理を行う。左端の（）に“A”を指定するとその項冒と

の論理積をとったものを検索条件にセットする。

零＊寡‡＊＊＊掌＊零＊＊＊＊＊＊零零＊＊＊＊＊＊＊＊＊求＊雰＊＊＊＊＊串＊富＊＊事＊＊＊＊＊寧牢＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊＊＊＊宰＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊＊

嚢

RETRIEVAL　MENifE　OF　　　　　　　REGISTERED　ARTICLES

LAST　LOGe．ll－UID　：　XIOe44　PATE　：
　　　　　　　LAST　ARTNe　＝　12

　　　　　　　　0R＝鵠〉　．　A｝紛＝鴇＞A　）

　　　　　　　1　一　20
　　　　　　　　　CLASS－NO　＝

FOR　FILE　：　CAD

［stPSR5－ll］＊

　　　　＊
＊率＊零＊＊＊寧寧＊＊＊＊零＊＊＊＊零＊＊＊＊＊＊承＊串＊＊喰宰＊＊＊＊＊＊零串寧宰＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊摩＊串＊＊＊承＊霊＊＊零＊寒＊‡＊＊＊＊＊＊＊＊

1　　　　　　　　　　　　88桶01　05王4：03：16・6　　1
ホ　　　　　　りれのゆ　　　　リヨハの　　　　　リバげコ　　　りれバ　　　　リリめば　　　　りゆへけ　　　リリ　リロ　　コリリ　　コ　コ　リリヘロ　コ　リ　　ボ

1（麗TRIEVAL　CONDITION　　　　　　　　　　　　　l

iiビll｛1器il蒲；　　　　1

薫1　；　職1911：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ll　；　1灘ll；：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ll’　；　麟llll：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ホ零零零＊＊離零‡宰零＊‡率＊＊零＊零重本＊＊＊車＊串潔事＊＊宰零掌＊＊＊＊＊‡ホ＊＊＊＊＊＊＊事＊＊＊＊＊牢＊＊窒＊＊＊＊率＊＊率率＊＊＊＊宰＊＊＊＊宰＊

pa　4　検索画面

3．4一両型知的入力システム

　3．3で述べた対話型入力：方式は大型コンピュータでしか稼働しないADABASを起動してオンラ

5ンTSSで対話的に入力するために，システムのサービスタKムしか利用できないという難点が

ある。また，小型のコンピュータ・システムをできるだけ利用してデータを作成したいというこ

ともあり，デリミッタによって各項目を区切ったソース・データをあらかじめオフラインで作成

しておき，それらを識劉して各項詞を抽出する入力システムについてつぎに述べる。このシステ

ムはある標準的な雑誌の引用文献の記法に従って書かれた書誌事項であれば，そのまま自動的に

項贋の抽出が可能である。すなわち，つぎの要件を満たしている記法のものであれば処理可能で

ある。

（1）　AUTHOR／AFFILIATION　：　“TITLE”，　JOURNAL，　VOLUME，　NUMBER，　PAGE－PAGE，

（YEAR－MONT｝一1），　PUBLISI－IER，　rKEYWORD，＃CLASS　NUMBER，　＊　REMARKS，　（CON－

TENT）の順になっていること。

（2＞“TITLE”以外の項欝は省略されていても構わない。

以上の程度のデリミッタの付加であれば，多少の前処理によって旧劇文字を読み取って自動的に

項目を抽出するシステムが実現可能なものとなろう。この入力システムはプロダクション・シス

テムを用いてNATURALでインプリメントした。プロダクション・システムはRule部，　Data　Base

部，PSI（Production　System　Interpreter）の3っの部分からできている。

　1）ルール部は順序対LHS→RHSで表現される。

ここでLHS（Left　Hand　Side）は左側規則，左辺，あるいは条件部と呼ばれ，　RHS（Right　Hand

Side＞は右側規則，右辺，あるいは実行部と呼ばれる。これはつぎのようにも表現できる。IF｛（LEis）・：

T｝　（”）　THEN　DO　｛（RI－IS）｝
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すなわち，条件部LHSが真であれば，実行部RHSを実行するという意味である。

　2）データベース部は処理対象のストリングを蓄えておく部分で，Working　Memoryと呼ばれ

ることもある。ルールの中でLHSを真にするものがあれば，そのときのRHSによって当該スト

リングが書換えられて別の状態を作ることから，Production　System（生成システム）と呼ばれ

る。

　3）PSI（ルール適用部）はPS全体をコントロールしている部分で，システム内部に蓄えられ

ているルールとデータベース内の処理対象ストリングとのマッチングをとり，LHSが真ならRHS

を適用する。一般的にルールは複数存在するので，LRSが偽であればつぎのルールを調べる。こ

のような繰り返し処理をrecegnize－act　cycle（言忍言一一実行サイクル）という。

なお，上で述べたタイプのPSをantecedent－driven（前提部駆動型）PSあるいはforward　chaining

（前向き）PSといい，RHSが実行されるためのLHSを求めるタイプのPSをconsequent－driven

（結果部駆動型＞PSあるいはbacl〈ward　chaining（後向き）PSという。本システムは前提部駆

動型PSである。以下に本システムのPSの一部として，著者名および所属，標題の抽出のルール

および文献IDの自動付番のルールと実際の処理例を示す。

［著者名，所風の抽出

Rl　LHS1：が存在する。　RHS！その左側を著者情報データとする。

R2　LHS2：が存在しない。　RHS2著者名をNONEとする。

R3　LHS3：著者情報データに／が存在する。　RHS3その左側を著者名とし，右側を所属名とす

　　　　　　　るQ

R4　LHS4：著者名に，が存在する。　RHS4その左側を姓とし，右側を名とする。

図5に処理例を示す。

J●」。　FLOREN丁IN／DEP．　OF　COMPUTER　SCIENCE：Aゆ」．　SAMMES／PROjECI　r4ANAGEMENT　WAVEしし：
”SYSTEMS　WITH　STATE　TE－SET”
CJ，18一・2，13S－139，（1975－S）
（O　A．，1　1g，2　F王NITE－S丁A丁E　MODELS　OF　PAR丁S　OFCOMPU丁ER　SYSTぎNS．2．1　TRANSIS工ON　ERF～O

RS　IN　FINITE－S了A丁E　MODEしS．2．2　STATE…　RESETT工NG　1N　FINITE－STA丁E　「4〔｝DELS，2．3　THEORET
ICAL　SYNTHffSIS　OF　FULLY　SYNCHR〔｝NISING　F工N工TE－STAτE　MODELS．3　APPし1（；ATION　OF　STA丁E
RESET丁ING，391　THE　国1PD〔〕S　SYSTEM．3．2　FeR回ARD　SUCCESSOR　τREE　FOR　回IPDOS）
＊Sl

　DISPLAY　SCRSEN　OF　EXTR，XCTED　DAT，N　READ　［S｛PSTI－OAI
LAST　LOGOr－UID：　XIOg44　D，STE：　87－12－25　TIS｛E：　ll：03：ID．6　，XRTXOLST：　12

ARTICLE－KO　13

　　　　　　　〈SURiYA，VE＞　（FIRST，MIDDLE　，｝IASfE）
AUTHOR
AffTHOR
AUTHOR
AURgOR
AUTHOR

AFFIL，

1

2

3

4

5

Ne．

FLORENTIN
S蝋MES

1　：　AFFILIATIO．Y

　　　タコ　の
　：　A．J．

DEP．OF　CO擢PUTER　SCiERCE

AFFIL．　NO．　2　：　AFFILIATION　PROJECT　1｛AM，laEYENT　WAVELL

　　　　　　　　　　　　図5　「著者名，所属」の処理例

AFFIL．
AFFIL．
AFFIL．
AFFIL，
AFFIL．

NO，　Ol
．Y　O．　02

NO．

NO．

Ne．

こ標題］の抽出

Rs　LHS5”：が2個存在する。　RHS5その中に囲まれた文字列を標題とする。

R6　LHS6”：が存在しない。　R｝1　S6　NONE　TITLEの警告を出す。

図6に処理例を示す。

［文献番号，文iWl　ID］の付番
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊　RETRIEVAL　MENUB　OF　REGISTERED　ARTICLES　FOR　FILE　：　CAD　＊
率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

寧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ

＊　LAST　LOGOhLUID　：　XleO44　DATE　：　87－12一一25　14：e3：16．6　＊

＊　　ARTNO　＝　13　LAST　ARTNO　＝　12　＊享　　ARTlD　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

＊　t一一一一一一一一一一一一一L一一一一一一一一一一一一一一一一“t一一一”一一一一一J一一一一一一一＋一J一一一t　一t一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　＊

＊　（　RETRIEVAL　CONDITION　：　OR＝＝〉　，AND＝＝＞A．CONTINUE＝＝＞C，QelT＝＝＞Q．REPLACfi＝＝＞P　）　＊
＊　一一一一一一＋一一一一一一＋一一一一一一一t一一一一一t一一t一一一一一t”一一一一一tt　tt”一一一Ft一一mJ一一一tt一一H一一一一一一一一一一一一一t一一一ut　＊

＊　（SURNAk｛E）　〈FIRST，　h｛IDDLE　NAk｛E）　＊
s　　（　）　AUTHOR：　FLORENTIN　，　J，J．　＊悪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

＊　｛　A　）　TITLE：　SYSTEh｛S　nylTH　STATE　TE－SET　＊
＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　　　　　　　　　　　　　図6　「標題」の処理例

R7　LHS7文献番号が既登録でない。　RHS7最終文献番号に1を加える。

R8　LHS8発行年が存在する。　RHS8文献ID・・SURNAME（YEAR）とする。

Rg　LHS9発行年が存在しない。　RHS9文献ID諏SURNAMEとする。

R10　LHS10文献IDが既登録のものと一致する。　RHSIO文献ID重複の警告を出す。

図7に処理例を示す。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋t一＋＋＋s＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋！＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋f

THE　FOLLOfilNG　ARTICLE　ALREADY　REGISTERED　AS　BELOW　！！　［S｛PDSsE3］
÷＋＋＋÷÷÷＋＋÷＋＋＋＋←÷÷÷＋÷＋＋÷＋＋＋＋÷÷÷÷＋÷÷＋＋÷＋÷＋÷÷÷＋÷＋÷＋÷＋＋←＋＋＋÷＋＋＋÷＋＋＋＋＋＋÷÷＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

NEW　ARTICLE－NO：　14　NEW　ARTICLE－ID：　FLOREXTIN（1075）
OLD　ARTICLE－NO：　13　OLD　ARTICLE－ID：　FLORENTI．Y（1975）

N．TITLE：　SYSTEMS　WIT”　STATE　TE－SET
O．TITLE：　SYSTEMS　WITH　STATE　TE－SET
〈XE習）

（eLD）

NErv　AVTHOR　1：　FLORENTIN　，　J，J．　AFFIL．　NO．　1
0LD　AUTHOR　1：　FLORENTIX　，　J，J．　AFFIL．　NO．　1
01．D　AFFIL．　NO．　1：　bEP．OF　COMPUTER　SCIEXCE

O．JOifRNAL：　CJ

O．　・VOLUME：　18－2　O．NUMBER：
0．P一・BEGIN：　135　O．P一一END：　139
0．　YEAR：　1975　O，MOHTH：　5
　〈　NEXT　TO　RBAD　rvORK　FILE＝＝〉　，EMD＝＝＞E，NEve　ART｛CLE　TO　BE　REGISTERBD　BY　TE｛E　SA“4E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　AUTffOR＝＝＞N，ePDATE　OR　DISPLAY　OF　RE61STERED　eNE＝＝＞U，DELETE＝＝＞D，QelT＝＝＞Q

　　　　　　　　　　　図7　「文献番弩，文献ID」の処理例

4．結 論

　一括型の入力システムはデータミスによる項目の誤抽出を防止するために各項目の抽出処理毎

にその結果を画面に表示させて内容を確認しながら作業を進行するようにした。デりミッタの不

適切な設定のため，あるいはデータそのものが最初から間違っていたため，データが正しく切り

出されない鷺洲は，その場で直ちに修正できるように配慮したためで，この方が完全にバッチ処

理をした後でチェックするよりも効率的と考えられるからである。本入力システムの方式は両方

とも自動検索処理によって登録済みのデータと検証しながら登録処理をするものである。そして，

本研究の結果をつぎのように要約できる。

1．プWダクション・システムによる書誌事項の抽出機能の実現。

2。印欄文字OCRとの結合による完全自動化の可能性。

3．入力作業負担の軽減化。
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4．小型コンピュータシステムでの前処理によるデータ入力コストの低減化。

5．おわりに

　学術情報システムが本格的に利用できる環境が整備されつつあるが，書誌情報の検索利用は無

論のこと，その利用をより高度なものにする意味でも本研究で述べたシステムも含めた知的利用

方法の開発が急がれるところである。データベースシステムにおける最大のボトルネックはデー

タの収集と入力だといわれている。このことは知識処理システムにおいてもいえることなので，

このような研究はますます重要になるものと考えられる。
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